「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第２回妊娠期乳幼児期期部会　摘録案
１　日　時：平成２０年１１月２５日（火）

２　場　所：京都市総合教育センター　第４研修室 
３　参加者：（妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，稲葉，岩佐，江木，黒崎（保育課代理），倉橋，寺本，中江，布野，松尾，山内，山田，油谷
　　　　　 （全体統括部会）　 　 ：浅野，長谷川，藤本
（五十音順・敬称略）
４　次　第：（１）「学習プログラム」グランドデザインについて
（２）協議
（３）次回日程　その他
　　　　　　　　  

１　「学習プログラム」グランドデザインについて

　事務局から，「子どもを共に育む『親支援』プログラム（妊娠期乳幼児期）」年齢別グランドデザイン（案）についての説明を行った。
２　協議

部会長　　　　それでは，今の事務局からの説明について，ご質問，ご意見をいただきたい。順をおって整理していきたいと思いますので，子どもの年齢区分ではなく，テーマ別にご意見をいただきたい。
（妊娠・出産について）
委員　　　　　年齢区分欄に妊娠期という表現があるが，子どもからの視点で統一するなら胎児期が良いのではないか。

委員　　　　　パートナーなしで，一人で出産される方，多胎児の親の育児負担が大きい。そうした方への支援の仕方が課題である。

委員　　　　　妊娠したときの心構えということで対応できる。すでに「赤ちゃんといっしょ」や「子育て応援パンフレット」にも網羅されているが，配ればよいというのではなく，各行政区での関わりにつなげていく工夫が必要。

委員　　　　　行政でやっていて届いていないということもあるし，知らない親が多い。リスクの高い人ほどアンテナが張りにくい。アンテナが張れない親に対する情報発信が必要ではないのか。

委員　　　　　いろいろな情報や冊子を配布していても活用されていない場合が多い。行政だけですべてを網羅するのは限界があるので民間・地域の人に伝えてもらう事など，つながりが大切である。

事務局　　　　課題のある保護者全てに合わせたものは難しいが，例えば，多胎児の親が集まる場でも活用していただけるよう，プログラムの内容を工夫したり，様々な場に適応できるような支援者用の手引きを作っていきたい。
委員　　　　　情報冊子を見るだけでは，何処にどんな相談をすればよいのか読み取りにくい。


部会長　　　　仕事をされているお母さんは，産休・育休に入られると孤立しがちになる。産院の待合で待っているときなどに，何か情報誌があれば読んでいただけるし，同伴している父親にも提供できる。

(食育について)

委員　　　　　離乳食の前の卒乳も大事。卒乳の時期や仕方から始めて，続けて離乳食の始め方を知っていただくことが大切ではないか。

委員　　　　　０歳児は差が大きい。前期後期に分かれるのではないか。とくに1～2ヶ月の時が一番しんどい。首のすわっていない子どもを連れて「助けて」と園庭開放に来られる。その時期に元気づけてあげられるプログラムであって欲しい。「こんにちは赤ちゃん事業」だけでは支えきれないのではないかと思う。

委員　　　　　里帰りから帰ってきた1～２時ヶ児ぐらいが，家の中で親子2人きりで，家事・育児をしなくてはいけないと思うと不安になる。妊娠期に赤ちゃんのいる生活を教えてあげるのが一番よい。

委員　　　　　０歳児は子どもとのかかわりが大切。生活習慣の中に離乳食の前の授乳の大切さも盛りこんでいただきたい。

委員　　　　　親が困っているということだけでなく，子どもの発達にとって大切なことという側面からの子どもとのかかわり方も大事である。

委員　　　　　離乳食につまずかれることが多いので，書いてあることを読むのではなく，実物を見ることはとても有効だと思う。

(遊びについて)

委員　　　　　遊びのハウツーではなく，親子の信頼関係を築くうえでの遊びの役割や発達に対する遊びの大切さについても盛りこんで欲しい。

委員　　　　　子守唄や伝承遊びをたくさん取り入れていきたい。

委員　　　　　講義ではなく，親が実践して楽しんで受けていただくプログラムにしたい。

委員　　　　　知ってないとダメではなく，家にある何気ないものを使っても親子で楽しい時間を過ごせることをも伝えていきたい。

委員　　　　　伏見では3年前から，「元気キッズひろば」を保育所・幼稚園と地域の方も参加していただき開催している。新聞紙や画用紙を使った手作り遊びや体操など親子で遊んでもらっているが，親子の表情が大変良い。親同士の仲間作りにつながっている。

委員　　　　　泣いているだけのしゃべらない子どもにも語りかけることは大事。仕事を持っている母親に「甘えていいよ」とフォローできるようなことも入れていただきたいと思う。

委員　　　　　３歳になると一人で遊べるようになるが，まだまだ親子で遊ぶことが大事。自然体験の大切さも伝えたい。
（生活習慣）

委員　　　　　　子どもが失敗するのを嫌がる親が増えている。手洗いの時に周りを濡らす，動きまわるからベビーカーから降ろさないなど。それらは子どもの成長発達の行動であることを盛りこんでいただきたいと思う。

委員　　　　　　楽しい食生活，人間関係，楽しく食べることが食育なので３～５歳児にも必要だと思う。

委員　　　　　　０歳児は親のイメージどおりにはいかない。そのことを母親自身が受け止める内容が必要である。

委員　　　　　　１～２歳は自我が芽生え始めたイヤイヤ期でとても難しい。通園している子は集団の中で育つが，家の中で子どもと親が２人の場合，きちんと座ってあいさつさせることは，なかなか出来ない。こうあらねばならないとするとしんどい。

委員　　　　　　片付けさせるのではなく，親も子どもと一緒に楽しみながら整理整頓するなど親が見本を示すことが必要である。

（子どもとのかかわり方）
委員　　　　　　これは許せるが，これは許せないなど，しつけに関することについて親自身がどういう基準を持っているのかを自覚したうえで，その基準が我が子にあっているのか，夫婦間の価値観ややり方の違いなどを見つめ直すことも必要である。

委員　　　　　　１～２歳のイヤイヤ期をどう乗り越えるかで子どもの個性をうまく伸ばしていける。また，面白い時期，変化が大きい時期なので，なんて子どもっておもしろい，素晴らしいと思えることが大切。しつけにすると「どうしてこの子は・・・」になってしまわないか。

委員　　　　　　保育所，幼稚園に入ると「気になる子どもなので相談してみては」と言われて電話をしてこられる親が多い。地域子育て支援ネットワーク会議で発達障害の勉強会を開催している。障害のある親にも支援が必要である。

委員　　　　　　障害や虐待などを発見し，行政機関へつないでいくことは大切なことなので，支援者のプログラムの中に充分取り入れていきたい。

委員　　　　　　「この時期は探検家・冒険家」ぐらいに表現すると子育てが楽しくなるのではないかと思う。

部会長　　　　　この時期は，子どもがおもしろいなあ（こんな事するんだ）と思えると，子育てが前向きになる。子育てが楽しめる内容を盛り込めるとよい。

（その他）

委員　　　　　　事故予防と対応については，京あんしんこども館に必ず行っていただくシステムにしたい。

委員　　　　　　思いがけない事故について乳児期だけでなく，成長期にも盛りこんで，起こりがちな事故についてのアドバイスが少し書かれていると良い。

部会長　　　　　お父さんの育児参加が大切。「父子手帳」が発行されている都市があると聞くが，そういうものがあれば父親の意識は高まる。父親の勉強できる場も必要であると思う。
委員　　　　　　母子手帳は母親のものというイメージがるので父親は手に取りにくい。父親のチエック欄を作って父親にも妊娠期からかかわっていただく必要があると思う。

委員　　　　　　困っている親を支えてあげるような長期的なスパンで支援していく必要がある。祖父母にも今の子育てを肯定的に知ってもらうことも大切なので祖父母向けのプログラムも取り入れていただきたい。また，いろいろな母親がいるので，手厚く支援していただきたい。

部会長　　　　　支援者の心構え，配慮として必要なことと思う。いろいろなご意見・ご指摘を踏まえて，「学習プログラム」の試案を検討していただき，もう少し具体的なイメージを持って，次回の部会で皆様からご意見を頂戴いたい。

３　次回日程について

具体的なプログラム内容を検討する次回の部会を来年１月13日～1月30日で日程調整のうえ開催する。　
